
第７０回国民体育大会（２０１５和歌山）宮城県代表選手選考要項 

 

１ 大会期日 ： 平成２７年１０月 ２日（金）～１０月 ６日（火）まで（５日間） 

 

２ 会  場 ： 和歌山県和歌山市 紀三井寺公園陸上競技場 

 

３ 種別（種目）及び参加人員 

 （１）監督２名，選手２９名（男子１９名以内，女子１９名以内）計３１名以内で編成する。監督，

選手の兼任は１名とし，その場合は参加選手を３０名とすることができる。種別（種目）は本

実施要項９に示す。 

 （２）参加は，次の出場制限によるものとする。 

   １） １種目１名，同一人の出場は２種目までとする。ただし，リレーは除く。 

   ２） 宮城陸上競技協会主催の予選会に出場しなかった種目には出場できない。ただし，１種目

の予選にのみ出場し，その種目の代表選手となった者は，予選に出場しなかった他の１種

目にも出場できる。 

   ３） リレーチームの編成は，男女とも成年，少年Ａ，少年Ｂから各１名，残りの１名は成年，

少年Ａ，少年Ｂのいずれかの種別とし，合計８名で申し込むこと。なお，選手変更につい

ては，日本陸上競技連盟競技規則によるものとする。 

   ４） リレーに出場する者は，予選会のどの種目であっても参加していれば出場できる。 

   ５） 成年女子１００００ｍ競歩には少年女子Ａからもエントリーできる。ただし，各都道府県

からエントリーできるのは，成年女子又は少年女子Ａ，いずれかの１名のみとする。 

６） 成年男子，成年女子の１００００ｍ競歩の出場者は，５０００ｍ競歩の予選を経た者でも

よい。少年男子共通５０００ｍ競歩の出場者は，３０００ｍ競歩の予選を経た者でもよい。 

７） 成年女子走高跳には，少年女子Ａからもエントリーできる。ただし，各都道府県からエン

トリーできるのは，成年女子又は少年女子Ａ，いずれかの１名のみとする。 

 

４ 競技上の規定及び方法 

  ２０１５年度日本陸上競技連盟競技規則によるもののほか，次による。 

 （１）少年男子Ａ４００ｍハードルの、ハードルの高さは０.９１４ｍとする。 

（２）少年男子Ａハンマー投のハンマーの重さは，６.００ｋｇとする。 

 （３）少年男子Ｂ１１０ｍハードルの，ハードルの高さ／ハードル間は，０.９９１ｍ／９.１４ｍとす

る。 

 （４）少年男子Ｂ砲丸投の砲丸の重さは，５.００ｋｇとする。 

 （５）少年男子共通円盤投の円盤の重さは１.７５ｋｇとする。 

 （６）少年女子Ａ４００ｍハードルの、ハードルの高さは０.７６２ｍとする。 

 （７）少年女子Ａハンマー投のハンマーの重さは，４.００ｋｇとする。 

 （８）少年女子Ｂ１００ｍハードルの，ハードルの高さ／ハードル間は，０.７６２ｍ／８.５０ｍとす

る。 

（９）少年女子共通砲丸投の砲丸の重さは４.００ｋｇとする。 



５ 参加資格，所属都道府県及び選手の年齢基準 

 （１）監督・選手は，日本陸上競技連盟登録者であること。 

 （２）参加資格・所属都道府県 

    総則５－（１）（２）に定めるもののほか，次による。 

   ア 日本国籍を有しない者については，学校教育法第１条に定める学校に在籍する生徒に限り，

少年の種別に各都道府県，男女１名以内で参加することができる。 

   イ 監督は，公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認陸上競技コーチ，

公認陸上競技コーチ（以上，ＪＡＡＦコーチ）又は公認陸上競技指導員，公認陸上競技上級

指導員（以上，ＪＡＡＦジュニアコーチ）の資格を有する者とする。 

   ウ ふるさと選手制度については，第７０回国民体育大会実施要項総則５（別記１を含む。）の規

定による。 

（＊別記１抜粋） 

１）成年種別の選手は、下記のいずれかを拠点とした都道府県から参加することができる。 

ア 居住地を示す現住所 

イ 勤務地 

ウ ふるさと 

２）「ふるさと」とは、卒業中学校または卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県と

する。 

３）「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」

を登録しなければならない。 

なお、一度登録した「ふるさと」は変更できないものとする。 

４）「ふるさと選手制度」の活用については、原則として、１回につき２年以上連続とし、利用

できる回数は２回までとする。 

 （３）選手の年齢制限 

   ア 成年の部に参加する競技者は，平成９年４月１日以前に生まれた者とする。 

    イ 少年Ａの部に参加する競技者は平成９年４月２日以降平成１１年４月１日までに生まれた者

とする。 

   ウ 少年Ｂの部に参加する競技者は，平成１１年４月２日以降に生まれた者とする。 

     （ただし，中学生は，３年生のみ参加できる。） 

 

６ 予選方法 

本大会に準じて本要項３に定めた方法により，代表を選考する。平成２７年度の予選会，参考競技

大会を以下に設定する。 

 予選会 

（１） 宮城県陸上競技選手権大会（以下，宮城県選手権） 

（２） 宮城県春季陸上競技選手権大会 

（３） 国体少年Ｂ記録会兼強化記録会 

（４） 宮城県高等学校総合体育大会陸上競技大会 

（５） 全日本中学校通信陸上競技宮城県大会 

（６） 宮城県中学校総合体育大会陸上競技大会 



 参考競技会 

（１） 日本陸上競技選手権大会（以下、日本選手権） 

（２） 各地域実業団陸上競技選手権大会 

（３） 各地区学生陸上競技選手権大会 

（４） 全国高等学校総合体育大会陸上競技大会（以下、インターハイ） 

（５） 東北高等学校陸上競技大会 

（６） 東北中学校陸上競技大会 

（７） 全日本中学校陸上競技選手権大会（以下、全中） 

 

７ 選考基準（優先順位） 

（１）第７０回国民体育大会実施要項総則別記４【トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例

措置】より，以下の条件のいずれかを満たす者は予選会が免除され内定とする。 

 １）世界選手権、世界リレー選手権、世界ユース選手権、ユニバーシアード、アジア選手権、

アジアユース選手権の日本代表選手 

   ２）平成２７年４月３０日時点で，下記のいずれかに該当し，日本陸上競技連盟が本特例の対

象として認めた者 

     ア ＪＯＣアスリートプログラム強化指定選手 

     イ 国内ランキング上位１０位以内の者 

     ウ 日本陸上競技連盟強化指定選手 

（２）種別ごとに選考基準を設け、優先順位に則り選考する。 

種別 成 年 少年Ａ、少年共通 少年Ｂ 

選考基準 

１） 日本選手権において入

賞する。（複数の場合は

上位） 

２） 有効期間内に標準記録

を突破し、宮城県選手権

において種目種別最上

位となる。 

１） インターハイにおいて

入賞する。（複数の場合

は上位） 

２） 有効期間内に標準記録

を突破し、宮城県選手権

において種目種別最上

位となる。 

１） 有効期間内に標準記録を

突破する。（複数の場合は

記録上位） 

 

有効期間 

平成２７年４月１日～（競歩

については平成２７年２月１

日～）宮城県選手権終了日ま

で 

平成２７年４月１日～ 

インターハイ終了日まで 

平成２７年４月１日～ 

少年Ｂ記録会終了日まで 

※インターハイ種目ではない少年Ａ女子（ハンマー投・棒高跳）については、選考基準１）を除外

する。 

（３）リレーに出場する競技者について、リレーの特性を考慮し強化委員会が推薦する競技者を内定

とする。 

（４）有効期間内における日本陸上競技連盟公認記録および予選会、参考競技会の結果により、総合

的に判断し、強化委員会が推薦する競技者を内定とする。 

 

 



８ 選考方法 

宮城県選手権終了後、強化委員会において第１次内定選手を選考し、インターハイ終了後に第２次

内定、少年Ｂ記録会終了後、第３次内定選手を選考する。全ての選考が終了後、理事会において正

式決定とする。 

 

９ 種別（種目）及び標準記録（別紙） 

 

10 その他 

（１）故障などのため、本大会で競技力が発揮できないような事態が生じた場合は代表を取り消す場

合がある。 

（２）決定選手は、原則として合宿・練習会に参加すること。 

《 お問合せ先 》 

一般財団法人宮城陸上競技協会 

強化委員会 高城 歩（仙台第三高等学校） 

℡ 022-251-1246 fax 022-251-1247 


